
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013 48,248,884平均値 72.9 73.9 74.3 72.2 72.4平均値 56.9 58.1 59.4 59.1 60.0

61,852,338 61,846,460

平均値 124.2 121.6 118.9 121.9 114.5

84.0 83.0 84.0 85.2 当該値 60,560,87473.8 74.6 75.3 77.1 当該値 84.1

R05 R06

当該値 1,208.8 1,172.7 1,132.5 1,081.2 1,031.3 当該値 73.2

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

61,066,136 61,838,591

18.1

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や新型コロナ禍後の受診行動の変化により、今後も患者
数の回復が見込めないことから、引き続き、診療報酬請求の適正化
による医業収益の確保や、圏域内において必要とされる機能の確保
に努めながら、効率的な費用の執行が必要となる。
　また、「２．老朽化の状況について」の指標である①有形固定資
産減価償却率、②器械備品減価償却率ともに上昇傾向にあるため、
耐用年数を経過した医療機器等の更新を進めつつ、医業収益の確保
を図ることが必要となる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

69.2 平均値 17.5 17.3 17.9 18.011,744 平均値 68.5 67.1 66.9 68.141,859 平均値平均値 37,855 39,289 40,846 41,075

110.9 107.7 113.7 113.011,223 11,209 11,059 11,160 11,522 当該値

11,234 11,512 11,831 11,652

当該値 40,007 36,772 40,993 38,284 38,519 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、新型コロナウイルス関連補助金の終了
により昨年度と比較しわずかに低下しているが、100%を上回ってお
り、類似病院平均値を上回っている。
④病床利用率については、感染症や骨折等の患者の増加により昨年
度より上昇したが、類似病院平均値を大きく下回っている。
⑦職員給与費対医業収益比率については、医業収益が増加したこと
に加え、職員数が減少したことにより給与費が減少し、昨年度より
低下したが、類似病院平均値を大きく上回っている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ➀有形固定資産減価償却率及び②器械備品減価償却率については、
医療機器等を耐用年数が過ぎてからも使用をしていることから、類
似病院平均値を上回っており、老朽化が進んでいる。
③１床当たり有形固定資産については、医療機器の処分等により微
減した。

R06 R02 R03 R04

21.1 18.1 19.4 18.7 19.2106.1 当該値

平均値 65.8 65.0 63.3 64.7 67.9平均値 77.1 78.6 78.1 77.5 76.0平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 79.7平均値 100.6 105.9 104.3 96.3 93.0

当該値 20.5 20.0 19.9 19.5 22.0当該値 45.8 44.3 44.2 43.6 44.349.2 49.2 48.6 49.4当該値 100.2 118.4 108.1 100.8 100.5

Ⅰ 地域において担っている役割
　南檜山第二次医療圏における地域センター病院として、圏域で唯
一の精神科医療の提供及び人工透析を実施するとともに、救急医療
機関として輪番制に参画していることや、災害拠点病院の指定を受
け、災害発生時にはＤＭＡＴ（災害派遣医療チーム）の派遣体制を
整備するなど、救急医療や災害医療の中心的な役割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 50.8

- 年度 - 年度 - 年度

- 68

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,044,825 12,101 - 第２種該当 １０：１ 68

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 17 - ド 透 訓 救 臨 感 へ 災 輪 48 4 198 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 100床以上～200床未満 自治体職員 民間企業出身 146 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道　江差病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【70.7】
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③修正医業収支比率(％)
【82.6】
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①経常収支比率(％)

【93.7】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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②器械備品減価償却率(％)
【70.8】
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【53,183,039】
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【57.7】
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⑨累積欠損金比率(％)
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経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道　羽幌病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 民間企業出身 91 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 11 - ド 透 救 臨 へ - - 91 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 38

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,044,825 8,702 第１種該当 - １０：１ 38

Ⅰ 地域において担っている役割
　留萌第二次医療圏における地域センター病院として、同一圏域の
センター病院や地域の医療機関と連携を図るとともに、人工透析を
実施している。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 53.4 60.2 52.4 56.7 52.7当該値 104.5 102.9 100.9 101.0 102.8 当該値 20.8 22.7 19.8 22.9 25.0当該値 46.0 52.3 44.3 48.5 44.6

平均値 80.7 82.2 81.7 81.0 71.2平均値 100.6 105.9 104.3 96.3 93.7 平均値 65.8 65.0 63.3 64.7 62.8平均値 77.1 78.6 78.1 77.5 67.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、新型コロナウイルス関連補助金が終了
したが、町内民間病院の閉院に伴い患者数が増加し、前年度及び類
似病院平均値を上回っている。
⑥外来患者１人１日当たり収益については、単価の高い透析患者減
により減少した。
⑦職員給与費対医業収益比率については、医業収益が減少したこと
により昨年度と比較して上昇し、類似病院平均値を大きく上回って
いる。
⑧材料費対医業収益比率については、医業収益が減少したほか、外
来患者数増加に伴い医療材料の購入量が増加したことにより昨年度
と比較して上昇し、類似病院平均値を上回っている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ①有形固定資産減価償却率及び②器械備品減価償却率については、
医療機器等を耐用年数が過ぎてからも使用をしていることから、類
似病院平均値を上回っており、老朽化が進んでいる。
③１床当たり有形固定資産については、病床数を削減した影響によ
り上昇している。

R06 R02 R03 R04

18.2 17.3 17.5 16.8 18.5105.7 当該値35,990 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 37,855 39,289 40,846 41,075

101.7 98.7 104.0 96.912,105 12,268 12,418 12,559 11,856 当該値

11,234 11,512 11,831 11,652

当該値 33,704 34,158 33,312 33,943

14.8

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や新型コロナ禍後の受診行動の変化により、今後も患者
数の回復が見込めないことから、引き続き、診療報酬請求の適正化
による医業収益の確保や、圏域内において必要とされる機能の確保
に努めながら、効率的な費用の執行が必要となる。
　また、「２．老朽化の状況について」の指標である①有形固定資
産減価償却率、②器械備品減価償却率ともに上昇傾向にあるため、
耐用年数を経過した医療機器等の更新を進めつつ、医業収益の確保
を図ることが必要となる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

80.9 平均値 17.5 17.3 17.9 18.09,547 平均値 68.5 67.1 66.9 68.130,242 平均値

R05 R06

当該値 1,656.2 1,551.0 1,752.3 1,551.4 1,593.3 当該値 66.8

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

51,510,967 51,778,233 51,719,450 68,557,055

平均値 124.2 121.6 118.9 121.9 168.7

81.0 81.1 82.6 83.5 当該値 51,320,54268.0 69.3 70.8 71.4 当該値 80.9

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 42,806,727 43,530,781 44,196,357 45,484,013 48,319,566平均値 72.9 73.9 74.3 72.2 72.4平均値 56.9 58.1 59.4 59.1 60.6
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④病床利用率(％)
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【82.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道　緑ヶ丘病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 自治体職員 民間企業出身 - - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 2 - - 臨 168 - 168 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,044,825 13,670 非該当 非該当 １５：１ -

Ⅰ 地域において担っている役割
　十勝第三次医療圏における精神科救急及び急性期医療の病院とし
て、平成27年３月から精神科救急入院料病棟の運用を開始し、入院
後の早期の地域生活への移行や、退院後の訪問看護等による在宅支
援、圏域で唯一となる児童・思春期精神科医療の専門外来や専用病
床を有するなど、圏域における精神科医療の中心的な役割を担って
いる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 42.8 42.1 42.3 45.5 43.0当該値 93.5 81.0 85.4 99.3 99.1 当該値 32.1 28.4 27.8 31.1 29.9当該値 41.8 41.0 40.9 44.1 41.4

平均値 64.8 64.1 64.1 63.8 62.3平均値 102.3 103.5 102.5 100.2 96.5 平均値 65.3 63.1 62.3 62.4 61.9平均値 61.9 61.7 61.5 61.1 59.5

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、延べ患者数及び精神科救急入院料病棟の利用
率減少に伴う医業収益の減少や、給与費の増加により昨年度と比較して低
下しており、類似病院平均値と同程度となっている。
⑤入院患者１人１日当たり収益については、精神科救急入院料病棟の利用
率減少などにより、昨年度と比較して減少したが、類似病院平均値を上
回っている。
⑦職員給与費対医業収益比率については、医業収益が減少したことにより
昨年度と比較して上昇し、類似病院平均値を大きく上回っている。
⑧材料費対医業収益比率については、患者数減少に伴い医薬品の購入量が
減少したことにより昨年度と比較して低下したが、類似病院平均値を上
回っている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ➀有形固定資産減価償却率②器械備品減価償却率については、医療
機器等を耐用年数が過ぎてからも使用していることから類似病院を
上回っており、老朽化が進んでいる。
③１床当たり有形固定資産については、医療機器の処分等により微
減した。

R06 R02 R03 R04

7.5 8.2 8.3 7.9 7.7158.9 当該値24,760 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 22,234 22,875 23,419 23,411

165.1 163.8 160.5 147.38,084 7,675 7,874 7,731 7,814 当該値

8,706 8,691 8,761 8,739

当該値 25,143 23,877 25,331 25,205

6.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や新型コロナ禍後の受診行動の変化により、今後も患者
数の回復が見込めないことから、引き続き、診療報酬請求の適正化
による医業収益の確保や、圏域内において必要とされる機能の確保
に努めながら、効率的な費用の執行が必要となる。
　また、「２．老朽化の状況について」の指標である①有形固定資
産減価償却率、②器械備品減価償却率ともに上昇傾向にあるため、
耐用年数を経過した医療機器等の更新を進めつつ、医業収益の確保
を図ることが必要となる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

86.9 平均値 7.9 7.7 7.3 6.98,697 平均値 92.2 91.4 84.0 82.923,940 平均値

R05 R06

当該値 1,710.0 1,935.1 1,933.9 2,045.7 2,117.7 当該値 84.4

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

37,250,107 37,367,179 37,380,601 37,177,024

平均値 197.8 171.0 160.5 167.7 180.9

67.5 66.6 74.0 78.9 当該値 37,222,07786.0 87.2 89.1 91.3 当該値 63.1

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 28,287,536 28,070,344 28,458,752 26,802,274 27,263,304平均値 67.5 68.7 68.0 69.3 72.4平均値 54.0 55.1 52.2 52.5 54.6
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④病床利用率(％)
【70.7】
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0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0

70.0

80.0

90.0

100.0

①有形固定資産減価償却率(％)
【58.0】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【53,183,039】
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※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 28,287,536 28,070,344 28,458,752 26,802,274 27,263,304平均値 67.5 68.7 68.0 69.3 72.4平均値 54.0 55.1 52.2 52.5 54.6

42,895,295 42,936,390

平均値 197.8 171.0 160.5 167.7 180.9

89.7 90.1 90.1 86.3 当該値 44,745,78140.9 44.5 45.9 47.8 当該値 85.7

R05 R06

当該値 1,307.1 1,397.7 1,683.8 1,890.7 1,955.1 当該値 36.4

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

44,792,667 44,865,019

6.9

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や新型コロナ禍後の受診行動の変化により、今後も患者
数の回復が見込めないことから、引き続き、診療報酬請求の適正化
による医業収益の確保や、圏域内において必要とされる機能の確保
に努めながら、効率的な費用の執行が必要となる。
　また、「２．老朽化の状況について」の指標である①有形固定資
産減価償却率が上昇傾向にあるため、耐用年数を経過した医療機器
等の更新を進めつつ、医業収益の確保を図ることが必要となる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

86.9 平均値 7.9 7.7 7.3 6.98,697 平均値 92.2 91.4 84.0 82.923,940 平均値平均値 22,234 22,875 23,419 23,411

153.7 161.7 160.6 186.79,245 9,024 9,012 8,778 8,910 当該値

8,706 8,691 8,761 8,739

当該値 16,533 16,274 16,202 16,646 17,401 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、患者数の減少により、入院・外来ともに医業収益は減少した
が、一般会計からの繰入金の増加により昨年度と比較して上昇しており、類似病院平均値
を上回っている。一方で、②医業収支比率、③修正医業収支比率及び④病床利用率につい
ては、令和４年度以降、長期入院患者の地域移行が進んだことにより低下傾向となってお
り、昨年度と比較して減少し類似病院平均値を大きく下回っている。
⑤入院患者１人１日当たり収益については、入院ベースアップ評価料や精神病棟入院時医
学管理加算の算定を開始したことで昨年度と比較して増加したが、入院料において類似病
院と異なり、指定医の人数が施設基準の要件を満たさない等の理由により、精神科救急急
性期医療入院料などの特定入院料の算定が不可であることから、類似病院と比較して平均
値を下回っている。
⑥外来患者１人１日当たり収益については、内科系の他医療機関に通院していない患者に
対し状態に応じた検査を積極的に実施したことで昨年度と比較して増加しており、類似病
院平均値を上回った。
⑦職員給与費対医業収益比率については、医業収益が減少したことにより昨年度と比較し
て上昇しており、類似病院平均値を大きく上回っている。
⑧材料費対医業収益比率については、後発医薬品への切替えや費用縮減に努めたことで、
昨年度と比較してわずかに減少したが、医業収益が少ないため類似病院平均値を大きく上
回っている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ➀有形固定資産減価償却率については、医療機器等を耐用年数が過
ぎてからも使用をしていることから、昨年度より上回っているもの
の、平成28年度の病院改築の影響により類似病院平均値を下回って
いる。
②器械備品減価償却率については、医療機器等を耐用年数が過ぎて
からも使用をしていることから、類似病院平均値を上回っており、
老朽化が進んでいる。一方で、一部医療機器を更新したことに伴い
前年度と比較して低下した。
③１床当たり有形固定資産については、医療機器等の購入により微
増した。

R06 R02 R03 R04

12.2 11.8 11.8 13.4 13.2196.7 当該値

平均値 65.3 63.1 62.3 62.4 61.9平均値 61.9 61.7 61.5 61.1 59.5平均値 64.8 64.1 64.1 63.8 62.3平均値 102.3 103.5 102.5 100.2 96.5

当該値 57.7 59.2 45.6 36.9 33.0当該値 37.2 36.9 35.6 30.7 28.738.1 37.4 32.3 30.6当該値 93.3 70.5 78.0 99.0 103.1

Ⅰ 地域において担っている役割
　オホーツク第三次医療圏における精神科救急及び急性期医療の病
院として、入院後の早期の地域生活への移行や、退院後の訪問看護
等による在宅支援、平成26年度に開設した認知症疾患医療センター
による専門医療などにより、圏域における精神科医療の中心的な役
割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 38.4

- 年度 - 年度 - 年度

- -

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,044,825 7,074 非該当 非該当 １５：１ -

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 2 - - 臨 105 - 105 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 精神科病院 精神病院 自治体職員 民間企業出身 - - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道　向陽ヶ丘病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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④病床利用率(％)
【70.7】
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①経常収支比率(％)

【93.7】

0.0

10.0

20.0

30.0

40.0

50.0

60.0
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【54.3】



経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道　北見病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 50床以上～100床未満 自治体職員 民間企業出身 70 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

指定管理者(利用料金制) 6 - 透 訓 臨 - - 70 【】

- 年度 - 年度 平成30 年度

- 59

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,044,825 5,378 非該当 非該当 ７：１ 59

Ⅰ 地域において担っている役割
　オホーツク第三次医療圏域で唯一、心臓血管外科手術を実施する
など、圏域における循環器・呼吸器疾患の高度・専門医療の中心的
な役割を担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 71.2 72.9 73.2 81.2 81.0当該値 110.3 111.1 108.3 104.1 99.8 当該値 49.3 49.6 41.7 58.2 63.1当該値 70.4 72.2 72.2 80.4 80.1

平均値 73.8 75.5 74.6 73.6 71.2平均値 100.7 103.6 101.9 96.7 93.7 平均値 62.3 62.1 60.2 60.6 62.8平均値 69.9 71.6 70.8 69.7 67.0

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、入院・外来ともに収益が増加したが、物価高で材料
費などの費用も増加したことから昨年度と比較して低下している。
②医業収支比率及び③修正医業収支比率については、収益は増加したが、心臓血
管外科の手術件数増加に伴い材料費が増えたことにより、昨年度と比較して横ば
いとなるが、類似病院平均値を上回っている。
④病床利用率については、呼吸器内科の入院患者数及び心臓血管外科の手術件数
が増えたことにより上昇し、類似病院平均値と同程度となっている。
⑤入院患者１人１日当たり収益については、収益単価の高い心臓血管外科や循環
器内科の手術や処置が増えており、⑥外来患者１人１日当たり収益については、
呼吸器内科において行われている化学療法による注射収入が増えたことにより増
加したため、いずれも類似病院平均値を大きく上回っている。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ➀有形固定資産減価償却率については、医療機器等を耐用年数が過
ぎてからも使用をしていることから、類似病院平均値を上回ってお
り、老朽化が進んでいる。
②器械備品減価償却率については、令和５年度に更新した医療機器
等に伴う減価償却費の影響により増加している。
③１床当たり有形固定資産については、医療機器を処分した影響に
より微減した。

R06 R02 R03 R04

45.3 48.9 49.6 48.8 53.135.9 当該値101,726 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 27,227 28,176 29,348 29,723

46.6 48.0 48.9 42.725,592 30,661 38,791 41,896 45,010 当該値

9,509 9,548 9,992 9,779

当該値 94,622 105,717 111,593 98,206

14.8

2. 老朽化の状況

全体総括

　「１．経営の健全性・効率性について」の指標である、⑤⑥入院
及び外来患者１人１日当たり収益は、入院患者数の増加や心臓血管
外科手術件数及び呼吸器内科の注射収入の増加等により前年度と比
べ上昇・増加している。
　指定管理者制度による運営を継続し、引き続き、経営の健全化・
効率性について検証していく必要がある。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

80.9 平均値 15.7 14.6 15.1 14.99,547 平均値 77.7 75.7 75.4 77.530,242 平均値

R05 R06

当該値 150.9 114.2 129.8 106.7 101.8 当該値 62.9

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

111,259,643 111,026,557 113,843,914 113,378,686

平均値 136.0 131.3 133.6 144.6 168.7

76.9 76.1 62.3 67.0 当該値 110,838,85765.6 67.2 65.3 67.2 当該値 74.3

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 42,330,999 43,068,047 44,341,948 45,796,115 48,319,566平均値 72.5 72.3 72.0 72.0 72.4平均値 56.9 58.3 59.2 59.8 60.6
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経営比較分析表（令和6年度決算）
北海道　子ども総合医療・療育センター

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 200床以上～300床未満 自治体職員 民間企業出身 215 - - ■

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 22 対象 I 未 訓 - - - 215 【】

- 年度 - 年度 - 年度

- 148

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

5,044,825 18,116 非該当 非該当 ７：１ 148

Ⅰ 地域において担っている役割
　北海道全域を圏域としており、ハイリスクの胎児や新生児に対す
る特殊な周産期医療を提供する特定機能周産期母子医療センター機
能、先天性心疾患等への高度医療を提供する循環器病センター機
能、医学的リハビリテーション等を提供する総合発達支援センター
機能を有しており、医療部門と療育部門が連携した複合的な役割を
担っている。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 77.8 75.8 73.9 74.7 73.3当該値 100.7 100.5 100.2 100.5 100.2 当該値 53.2 52.5 53.1 53.5 48.4当該値 58.8 58.1 56.2 57.0 54.4

平均値 80.7 82.3 81.5 81.4 79.8平均値 101.8 106.2 103.5 93.8 90.7 平均値 64.5 63.8 63.4 66.7 68.5平均値 77.6 79.2 78.4 78.2 76.6

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

①経常収支比率については、入院患者が減少したことにより医業収益が減少した
が、一般会計からの繰入金が増加したことにより、令和４年度と同水準を保ち、
類似病院と比較して減少率が少ない結果となった。②医業収支比率、③修正医業
収支比率及び④病床利用率については、新たな治療（頭のかたち外来）を実施す
る等、収益確保の取り組みを行っているが、患者数が減少したことに伴いそれぞ
れの比率も減少している。類似病院との比較として、病床利用率については、ハ
イリスクの胎児や新生児の紹介患者のみ受け入れているため、救急患者受入件数
が少ないことや、療育部門に入院する患者の病状が変化し、入院を必要とする患
者が減少しているなどの理由により、類似病院の平均値を下回っている。
⑤入院患者１人１日当たり収益についてはDPCを導入したことに伴い、出来高制
と比較して診療単価が増加したため、昨年度より上昇した。
⑥外来患者１人１日当たり収益については、特定の診療科において在宅医療管理
料や高額薬剤が減少したため、低下した。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 ➀有形固定資産減価償却率については、医療機器等を耐用年数を過
ぎても使用していることから、類似病院平均値を上回っており、老
朽化が進んでいる。
②器械備品減価償却率については、令和５年度に更新した医療機器
に伴う減価償却費の影響により上昇している。
③１床当たり有形固定資産については、医療機器の購入等により微
増している。

R06 R02 R03 R04

17.9 19.0 20.0 19.8 18.590.1 当該値55,040 当該値

R04 R05R03 R04 R05 R06 R02 R03

平均値 51,594 53,805 56,563 56,401

84.9 86.0 86.2 87.814,661 15,455 15,746 13,686 13,571 当該値

13,767 14,046 14,550 14,823

当該値 50,541 52,030 49,224 50,914

22.2

2. 老朽化の状況

全体総括

　人口減少や新型コロナ禍後の受診行動の変化により、今後も患者
数の回復が見込めないことから、引き続き、診療報酬請求の適正化
による医業収益の確保や、圏域内において必要とされる機能の確保
に努めながら、効率的な費用の執行が必要となる。
　また、「２．老朽化の状況」の指標である①有形固定資産減価償
却率は上昇傾向にあるため、耐用年数を経過した設備等の更新を進
めつつ、医業収益の確保を図ることが必要となる。

R02 R03 R04 R05 R06 R02

65.6 平均値 20.2 20.2 21.1 22.014,926 平均値 63.4 61.3 61.4 63.457,103 平均値

R05 R06

当該値 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 当該値 58.0

R04 R05 R06 R02 R03 R04R03 R04 R05 R06 R02 R03

53,554,047 54,665,042 54,030,865 54,335,451

平均値 91.6 100.1 94.9 83.8 87.3

69.2 69.9 68.9 71.4 当該値 52,984,86060.7 63.6 64.3 66.2 当該値 70.2

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

平均値 45,896,030 47,415,042 47,985,814 49,654,543 52,207,136平均値 71.9 71.2 71.8 71.4 71.2平均値 51.4 51.9 53.8 55.3 55.0
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